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２ 主要病害虫別防除方法 

 農薬による防除については、栽培ステージ、病害虫の発生状況等に応じて、散布、潅注、土壌消毒などを行う。 

なお、農薬による防除の際は、農薬登録内容や使用上の注意等を遵守して実施する。 

（農林水産省農薬登録情報提供システム https://pesticide.maff.go.jp/） 

病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

モザイク病 
（CMV、LMV） 

 

 

①乾熱による種子消毒をする（LMV）(野菜種子の消毒の項参照)。 
②発病株を早期発見し除去する。 
③抵抗性品種を使用する（LMV）。 
④白色ポリマルチや防虫ネットを使用し、アブラムシ類の飛来を防ぐ。 
【参考事項】 
キュウリモザイクウィルス（CMV）はアブラムシ類、レタスモザイクウィルス（LMV）はアブラムシ類及び種子によ

り伝染する。 

軟腐病、腐敗
病、斑点細菌
病 
(細菌) 

 

 

①育苗は風当たりの少ないところで行い、軟弱徒長しないようにするとともに、傷を付けないようにする。 
②発病株を早期に発見し除去する。 
③排水を良好にし多湿を避ける。 
④結球期以後の中耕はしない。 
⑤ハウス、トンネル栽培では、できるだけ換気を図る。 
⑥イネ科、マメ科作物と輪作する。 
【参考事項】 
 害虫の食痕や傷口から発病するので、害虫を防除する。 
 腐敗病には褐斑型（秋から初冬に発生）と褐色腐敗病（冬から初春のトンネル栽培で発生）の２型がある。 

菌核病 
(Sclerotin-
ia) 

 

 

 

①他作物と輪作する。ただし、寄主範囲が広いので注意する。 
②ポリマルチを行い、株元の湿度を下げるとともに子のう胞子の飛散を防止する。 
③発病株は菌核を生じる前に除去する。 
④収穫残さを集めて処分する。 
⑤トンネル栽培では十分換気する。 
【参考事項】 
 伝染は子のう盤から飛散する子のう胞子による。子のう胞子は風で運ばれて空気伝染する。子のう盤の形成は晩秋
から翌春までの間であるから、この間に農薬を散布する。 
 菌糸は下葉から葉の基部や結球内部へと侵入、さらに隣接株へと伝播する。 
 病原菌は菌核と菌糸の形で被害植物とその残さに付着して次年度の伝染源となる。 
 宿主範囲はきわめて広く、64科、361種以上の植物を侵すといわれる。 

灰色かび病 
(Botrytis) 

 

①排水を良好にし、多湿を避ける。 
②ポリマルチを行う。 
③うね内や株元の除草に努める。 
④トンネル栽培では十分換気する。 
⑤発病株は早期に発見して除去する。 
⑥収穫残さを集めて処分する。 
【参考事項】 
病原菌は、菌糸、菌核、分生胞子として被害株や残さとともに越冬・越夏する。 
寄主範囲は野菜、花、果樹、畑作物など、きわめて広いので、これらの作物の発病株とその残さはすべてレタス灰

色かび病の伝染源となる。 
低湿地で多発しやすい。 
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病害虫名 
（病原体） 

農薬によらない防除 

すそ枯病 
(Rhizocton-
ia) 

 

 

 

 

①連作を避け、他作物と輪作する。 
②排水を良好にし、多湿を避ける。 
③未分解有機物を定植直前に施用しない。 
④ポリマルチを行い、雨などによる土の跳ね上げを防ぐ。 
⑤発病株を早期発見して除去する。 
⑥収穫残さを集めて処分する。 
⑦トンネル栽培では十分換気する。 
【参考事項】 

病原菌は被害植物残さなどに菌糸や厚膜化細胞及び菌核の状態で付着して、発病をくり返す。越冬も厚膜化細胞や菌
核の形で土壌中で行われ、翌年の感染源となる。発育適温は 24℃、最高は40～42℃、最低は13～15℃とされている。
発病は20～25℃の条件下で多く、多湿条件によって助長される。 
下葉の葉裏、地際部にかけむらがないように、また、株元の土壌表面にも農薬がかかるように散布する。 

アブラムシ
類 

 

 

①防虫ネットで被覆する。 
②シルバーテープを張る。 
③シルバーポリマルチをする。 
④ほ場内又は周辺の雑草を除去する。 
【参考事項】 
主なアブラムシはモモアカアブラムシ、タイワンヒゲナガアブラムシで、これらはレタスのウイルス病（キュウリモ

ザイクウイルス及びレタスモザイクウイルス）を媒介する。 
 

ヨトウムシ、
ハスモンヨ
トウ、オオタ
バコガ 
 
 

 

①防虫ネットで被覆する。   
②作物残さは次世代を増やすことになるので、栽培終了後は速やかにすき込む。 
③ほ場内または周辺の雑草を除去する。 
【参考事項】 

オオタバコガは１卵ずつ点々と産卵していくのに対して、ヨトウムシ、ハスモンヨトウは卵塊として１か所にかため
て産卵する。したがって、ヨトウムシ、ハスモンヨトウによる被害は、ほ場のある部分の数株に集中的に現われるのが
特徴である。 

センチュウ
類（ネコブセ
ンチュウ、ネ
グサレセン
チュウ） 

 

 

 

①対抗植物と輪作するか前作に対抗植物を栽培する。 
 ネコブセンチュウにはギニアグラス、クロタラリア スペクタビリス、マリーゴールドなどが有効。 
 ネグサレセンチュウにはハブソウ、マリーゴールド、ルドベキアなどが有効。 
②田畑輪換又は水田裏作とする。 
③太陽熱消毒を行う（土壌病害虫の防除法の項参照）。 
④有機物を施用する。 
【参考事項】 
レタスではネグサレセンチュウによる被害が大きい。 
対抗植物を栽培する場合は根量を十分確保することが効果を高めるポイントであるため、十分な栽培期間を確保す

る。また、対抗植物は品種・系統により効果に大きな差があるので、効果の高い品種を選定する。 
有機物を施用すると、土壌中の生物相が豊かになり、センチュウ類の天敵も増加するため、相対的に有害土壌線虫の

密度が減少する。 
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